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　皆さん、こんにちは。ただ今、ご紹介いただ

きました、金中起と申します。

　私は1990年代に、８年半程度、日本で大変お

世話になりました。現在は、韓国に帰って、韓

国の西部の全羅北道という、日本の県にあたる

所ですが、その全北大学校の副教授を務めさせ

ていただいております。約15年間、日本語をあ

まり話していませんし、最近５年間は日本に来

ていないため、５年ぶりに福岡に来て、故郷に

来たような感じがいたします。

　早速、報告にまいりたいと思います。今日の

お話は、「韓国におけるフード・サプライ・チェー

ンの構造変化と課題」です。

　解題にて中川先生から日本の食料事情につい

て報告がありましたが、ほとんど類似した状況

が、韓国にもあります。食料の穀物自給は、日

本より低いです。動物が食べる飼料を含めて

20％しかありません。食料自給率についは、話

をすることがたくさんありますが、今日は農産

物の生鮮流通網、オンライン、ネット流通につ

いて、お話をさせていただきたいと思います。

　まず、流通環境の変化を見ますと、日本でも

同じような状況かと思いますが、デジタル技術

の発達、また新たな流通のチャンネルに対する

ニーズの拡大、さらに持続可能性の問題があり

ます。こういった問題にあたって、最近それら

に対処する形で、生鮮食品流通において、デジ

タル転換、特に民間企業のほうからデジタル転

換を進めて、またそれを政策が後押しして、オ

ンライン流通が活発になりました。（スライド２）

　そのことによって、我々はオンライン取引と

いった機会を持つことになったわけですが、実

際そうなのか私は分析までしていないのです

が、問題もでてきているとも感じます。皆さん

が判断していただきたいと思いますが、例えば、

流通の効率などの問題です。

　韓国の生鮮食品の流通については、1985年ご

ろまでには、伝統的な卸売市場がありました。

その後、日本から習って、ソウルの可楽卸売市

場ができたのをはじめ、全国に33個の卸売市場

がありまして、卸売市場の流通体系ができまし

た。そのことによって、流通の効率化が図られ

てきましたが、問題もあり、対処にも限界があ

りまして、なかなか改善できないところがたく

さんあったわけです。ただ今回、オンライン流

通によって、それらが改善できるのかというこ

とについては、また別のお話です。

　とにかく焦点は、オンライン流通が活性化さ

れた結果、農家所得の増加になるのか、また社
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会厚生の増大になるのかという点に、私は問題

意識を持っています。

　８枚目のスライドからは、オンライン取引の

状況について、お話をさせていただきたいと思

います。

　2022年のオンライン市場全体の合計は約210

兆、その中に飲食があり、この主な中身は加工

食品だと思います。これが26兆ウォンです。ま

た、農畜水産物が10兆ウォンです。また新型コ

ロナウイルスの影響で、食の外部化が韓国でも

起こり、飲食サービスは26兆にまで伸びました。

2019年の新型コロナウイルス蔓延以降、ずっと

伸びつつあります。2017年の四半期を100とし

て指数してグラフにすると、オンライン市場全

体もどんどん伸びておりますが、それ以上に農

水産物、また飲食料品の伸びが早い速度で伸び

ております。つまり、オンライン市場全体を食

料部門が牽引していると判断できます。

　オンライン市場が活性化する背景として、消

費者の便宜性、また即時性、注文後30分以内に

適時配送を追求すると。まだそこまではいって

ないですが、それを追求することでオンライン

市場が伸びつつあるということです。

　これらの動きに加え、最近韓国政府では政策

方向を農産物流通のデジタル化に集中していま

す、これには３つの戦略があります。１つ目が、

産地流通の拠点化・規模化です。目標として、

2027年にはＡＰＣと呼ばれる産地統合組織を作

ります。主産地にスマート産地流通センターを

100個作り、ＡＩを使って現代的な管理をする

モデルも作られています。

　また２つ目が、農産物取引のデジタル転換で

す。オンライン卸売市場をつくって、卸売市場

の割合を2027年には20％にしたいということで

す。

　最後に３つ目が、創意と競争の流通生態系を

造成することです。オンライン中心直取引の拡

大などデジタル化に政策が向いているという理

解していただきたいと思います。

　そのような影響で、今まで農産物輸出の中心

であった卸売市場経由の流通がかなり減ってい

ます。それで韓国で今、オンライン流通につい

て分析をして、オンラインでの取引の類型を、

韓国の農村経済研究院がこのように分類しまし

た。

　B2C は皆さんご存じだと思いますが、生産

者と消費者とのオンラインでの直接取引のこ

と、定価販売で取引をするとことを言います。

一方、B2B は、生産者と実需要者とのオンラ

イン上の取引ということで分類して、話をさせ

ていただきたいと思います。

　まず、B2C 型のオンライン上に提供された

情報を通じて、商品の選択・決済が行われます。

その後に、消費者の希望の場所へ配送するかた

ちになります。スライド９にオンライン取引の

類型がありますが、オンライン総合ショッピン

グモールが、一番上位にあり、２番目は、オン

ライン食料品専門モールです。続いて大型割引

店のオンライン売り場があり、生協のオンライ

ン売り場、オンライン特産物売り場などがあり

ます。オンライン特産物売り場は日本にはあま

り見られないかもしれません、韓国には自治体

が運営するものもあります。もちろん生産者団

体、農協がやっているものもあり、中国の劉先

生が報告したライブコマースがここにたくさん

あるわけです。また共同購買及び独立モールと

いった形態もあります。

　オンライン流通はプラットフォームで行われ

る流通のことを言いますが、スライド10では参

考のために、その構成形態と構成要素について

書きました。また、いろいろな形のオンライン

流通があり、元々は先ほど６つの類型だったも

のが、最近は混合型になっているものです。

　これはクパンの事例ですが、クパンの場合は

このように、ファーストパティー、セカンドパ

ティー、サードパティーになっています。それ

ぞれロケット配送、ロケットワウ、ロケットフ

レッシュに分かれます。ワウというのは、早い
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という意味です。マーケットプレイスというこ

とですが、１Ｐは、直接買い入れの形態です。

フル・フィルメントサービスは、販売分の買い

入れ形態です。これはあとで資料を読んでいた

だきたいと思います。またプラットフォームの

みで提供されるオープン・マーケット形態もあ

ります。販売者が直接商品をホームページに登

録して、直接配送します。その販売者が一般の

販売者になっているため、この販売者たちが一

般の宅配業者を利用する形になっています。

　最近、クパンは韓国の東南の大邱市（テグ）に、

大規模な物流センターを建てました。独自のフ

レッシュ生鮮品マートのモデルをつくって、速

度、価格、選択の合理化をする拠点を目指して

います。また、彼らが言っているのは、二酸化

炭素排出の最小化です。その他、排出量の

85％、全体的な包装資材をなくすことも目標に

しています。これらには100万株の木を植える

効果があるということだそうです。

　これはクパンだけではなく、マーケッコリ

ピョンテ物流センターでも同じようなことをし

ています。ここはサッカー場28個程度の規模が

あります。これは韓国語の意味で‘けろりと’

ということで、略してＳＳＧといいますが、そ

の物流センターが３つあります。韓国語になっ

て申し訳ないのですが、「夜明け配送の自動化」

という話です。ＱＲコードを使い、ぶつかるこ

となくロボットが動き、物流センターが中心的

な競争力を担っており、１日８万件もの注文を

処理することができます。流通全体でみると、

これは食品だけではなく、一般の生活用品も多

いため、この中に生鮮食品が含まれていると

思っていただければと思います。

　B2C ではなく、B2B 型が卸売市場になりま

す。これは最初、農協のオンライン農産物取引

所が2020年 5 月に始めたわけですが、今は玉ね

ぎ、ニンニク、リンゴ、梨、白菜などが取り扱

われています。この順序でいえば、オンライン

に上場すれば、この卸売市場プラットフォーム

になるものでリサーチをします。それが落札さ

れたら産地から落札者に直送できるようにし

て、代金が先払いされるようになっています。

　農協のオンライン取引市場は、上記のほかに

３つあります。１つ目がａＴサイバー取引所で、

韓国の農水産食品のサイバー取引所です。２つ

目が公営卸売市場のオンライン・セリ、そして

済州農協共販場産地取引所があります。様々な

形態がありますが、今後は、若干セリがあると

思っていただきたいと思います。

　農協がこういった B2B 型のオンライン取引

所を設立して運営することのメリットを４つ挙

げます。まず取引に時間的、また場所的に制約

がなくなります。加えて、取引先を拡大するこ

ともできます。

　標準化、規格化された農産物が広域に出荷さ

れるのです。また、流通過程が減ることになる

ため、農産物の購買価格が下がります。また出

荷先への産地へ駐在員を派遣することも可能に

なります。

　これは今年（2023年）11月になると思います

が、全国単位の政府と韓国農林水産食品流通公

社（aT:KOREA Agro-Trade Center）が協働

でオンライン卸売市場を作って、一つの卸売市

場に政府が取引所を開設し、畜産、糧穀、青果、

食品に分けて、商品群ごとに B2B の開設した

オンライン卸売市場の売買参加者が取引をでき

るようにしようとしています。また仲卸業者、

売買参加者、卸売市場が一般の食資材業者、給

食業者とも関係が持てるようにして、B2B 販

売者システムも同時にオンライン卸売市場に入

れたいと考えているようです。

　オンライン卸売市場構想にあたっては、次の

ような問題があります。まず韓国では農産物の

流通及び価格安定に関する法律があります。「農

安法」と言うのですが、オンライン卸売市場の

開設にあたっては、制度を変えないといけませ

ん。

　またオンライン卸売市場やオンライン B2C
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の流通になると、物流が一番革新的な問題です

が、物流の形態を分けて説明した図が、スライ

ド16とスライド17です。

　スライド16は、オフラインの物流を示してい

ます。詳しいことは、皆さんご存じだと思いま

す。そのため今回は、スライド17のオンライン

流通の２つの経路に対して説明させていただき

ます。

　韓国では産地の商品化をする産地流通セン

ター（ＡＰＣ）通じてオープン・マーケット型

に流れるものを見ると、NAVER や11番街、

また自治体のショッピングモールとかいったも

のが該当し、それを通じて第三者である配送業

者との提携で消費者にわたっていきます。

　またフルフィルメント型は、オンライン業者

であるクパンやマーケッコリ、オアシスといっ

た企業が所有する物流センターを通じて、その

企業自身の物流ネットワークを通して消費者に

物が渡っていきます。

　スライド17にオープン・マーケット型のプ

ラットフォームを通される商品のフルフィルメ

ント物流のことについて記載しています。

　フルフィルメント物流は、韓国では大変人気

があります。夜明け配送、また明けの明星配送

と呼ばれるもので、若者たちが一番選択するも

のです。マーケッコリの場合、夜11時までに注

文すると、朝６時には家に到着します。こういっ

た図を見ますと、物流センターまでのファース

トマイルは農家が担当しており、その後は、プ

ラットフォームのマーケッコリが担当していま

す。これは、韓国でも盛んに行われています。

またアメリカのＣＳＡ、地域支援型農業支援に

似たサービスも韓国の農産物のオンライン流通

に提供されていると理解していただきたいと思

います。

　また、農食品のクラウドファンディングとし

て、農業生産に関する投資金を消費者から事前

にもらい、設定した目標金額が達成できれば、

耕作の栽培を始めるというスタイルもありま

す。投資の危険要素を減らすことができ、韓国

では農事ファンドという企業が代表的な事例で

す。

　今後、オンライン流通がどうなるのかスライ

ド23で産地側の様子を見てみます。営農組合法

人は、純粋な農業生産や販売をする組織であり、

農業会社法人は流通を担当する会社です。そし

て注目は、両社ともにオンライン販売額の比重

がますます増加しているということです。スラ

イド24で消費者側の状況も見てみると、こちら

もかなりオンライン小売が増加していることが

わかります。

　それからスライド25で、卸売市場の仲卸業者

たちの意向を見ると、今までクパンやマーケッ

コリ、Naver などのオンラン企業への販売額

の比重は5.5％ですが、これからの意向を聞い

てみると、若干増加か大幅に増加が45％にのぼ

り、今後オンライン流通がこれからもますます

活躍するのではないかと考えています。

　ただし課題として、次のようなものが挙げら

れます。まず流通データの体系的な管理システ

ムの構築、次にスマート物流モデルの研究、そ

して産地流通組織への支援及びオンライン取引

秩序の確立ですが、これ以上に山ほど課題が

残っています。

　これが韓国の状況です。いかが思われたで

しょうか。それでは私の報告を終わらせていた

だきたいと思います。ご清聴ありがとうござい

ました。
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オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
動
向
調
査
」
に
よ
り
作
成

区区
分分

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
市市

場場
全全

体体
のの

合合
計計

((
TT
))

飲飲
食食

料料
品品

((
AA
))

農農
畜畜

水水
産産

物物
((
BB
))

飲飲
食食

ササ
ーー

ビビ
スス

((
CC
))

((
AA
++
BB
++
CC
))
//
TT

2
0
1
7
年

9
4
,
1
8
5
,
7
6
5

7
,
9
9
7
,
0
2
2

2
,
4
2
4
,
5
8
7

2
,
7
3
2
,
5
6
8

11
44
..
00
%%

2
0
1
8
年

1
1
3
,
3
1
4
,
0
1
0

1
0
,
4
9
4
,
4
3
3

2
,
9
4
0
,
5
1
4

5
,
2
6
2
,
7
7
7

1 1
66
..
55
%%

2
0
1
9
年

1
3
6
,
6
0
0
,
8
3
8

1
3
,
4
4
6
,
7
3
1

3
,
7
2
3
,
0
4
9

9
,
7
3
5
,
3
6
2

1 1
99
..
77
%%

2
0
2
0
年

1
5
8
,
2
8
3
,
9
7
0

1
8
,
5
5
5
,
9
5
7

6
,
5
6
1
,
1
9
6

1
7
,
3
3
7
,
0
9
2

22
66
..
88
%%

2
0
2
1
年

1
9
0
,
2
2
3
,
1
1
0

2
2
,
9
1
4
,
2
0
4

8
,
3
3
3
,
3
8
8

2
6
,
1
5
9
,
6
5
7

33
00
..
22
%%

2
0
2
2
年

2
0
9
,
8
7
9
,
0
4
9

2
6
,
6
4
3
,
8
4
4

9
,
4
6
1
,
1
2
1

2
6
,
5
9
3
,
9
7
3

22
99
..
99
%%

２
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
⾷
料
品
市
場
の
急
成
⻑

３

0%50
%

10
0%

15
0%

20
0%

25
0%

30
0%

35
0%

40
0%

45
0%

＜
図
1＞

オ
ン
ラ
イ
ン
市
場
に
お
け
る
⾷
料
品
部
⾨
の
取
引
額
の
指
数

(2
01
7年

1四
半
期
＝
10
0)

（
2）

⾷
料
品
関
連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
額
が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
加

資
料
：
韓
国
統
計
庁
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ㆍ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
動
向
調
査
」
に
よ
り
作
成

▶▶
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン

ㆍ
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
のの

全全
体体

市市
場場

のの
拡拡

大大
をを
食食

料料
部部

門門
がが

けけ
んん
引引

しし
てて
いい
るる
。。

**
２２
００
２２
２２
年年

社社
会会

的的
距距

離離
置置

きき
のの

措措
置置

がが
緩緩

和和
以以

後後
にに
おお
いい
てて
もも
食食

料料
部部

門門
のの

販販
売売

額額
がが

減減
少少

しし
たた
とと
いい
うう

数数
値値

はは
観観

察察
ささ
れれ

なな
いい
。。

農
畜
⽔
産
物

飲
⾷
料
品

オ
ン
ラ
イ
ン
全
体

２
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
⾷
料
品
市
場
の
急
成
⻑

４
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‐
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

っ
て

注
文

し
、

オ
フ

ラ
イ

ン
で

製
品

を
受

け
る

の
が

一
般

的
‐

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
っ

で
注

文
後

、
オ

フ
ラ

イ
ン

売
場

で
商

品
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
場

合
も

あ
り

（
3）

O2
O(
On
lin
e
to
Of
fli
ne
)市
場
の
活
性
化

O2
O 

: オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
が
結
合
さ
れ
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

•
便便

宜宜
性性

((
OO
nn
ee
  
CC
ll
ii
cc
kk
  
SS
hh
oo
pp
ii
nn
gg
等等

))
とと

即即
時時

性性
((
注注

文文
後後

33
00
分分

以以
内内

のの
適適

時時
配配

送送
))
をを

追追
求求

すす
るる

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
基基

盤盤
のの

特特
性性

がが
作作

用用

• 
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
拡
散
、
製
造
と
サ
ー
ビ
ス
の
ス
マ
ー
ト
化
、
融
合
の
加
速
化
)、

単
⾝
世
帯
の
増
加
等
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
需
要
の
増
加
、
流
通
業
者
の
供
給
網
の
強
化
な
ど
に
よ
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
⾷
料
品
市
場
が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
⻑

２
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
⾷
料
品
市
場
の
急
成
⻑

５

（
3）

韓
国
政
府
の
政
策
⽅
向
：
農
産
物
流
通
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
集
中

【
戦
略
１
】

産
地
流
通
の
拠
点
化

〮規
模
化

【
戦
略
２
】

農
産
物
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
転
換

【
戦
略
３
】

創
意
と
競
争
の
流
通
⽣
態
系
の
造
成

▶
主
産
地
に
ス
マ
ー
ト
産
地
流
通
セ
ン
タ
ー
(A
PC
)の
構
築

▶
⼤
規
模
の
物
流
拠
点
(ス
マ
ー
ト
物
流
拠
点
の
構
築
)

▶
全
国
単
位
の
農
産
物
オ
ン
ラ
イ
ン
卸
売
取
引
の
活
性
化

▶
卸
売
市
場
に
お
け
る
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び

物
流
体
系
の
⾼
度
化

▶
オ
ン
ラ
イ
ン
専
⾨
マ
ー
ケ
タ
ー
の
養
成
及
び
起
業
の

活
性
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
消
費
者
保
護
体
系
の
強
化

▶
産
地
組
織
の
オ
ン
〮オ
フ
ラ
イ
ン
直
取
引
の
拡
⼤

•
目

標
：

産
地

統
合

組
織

の
取

扱
額

の
拡

大
(
2
0
2
0
年

)
2
7
％

→
(
2
0
2
7
年

)
5
0
％

•
目

標
：

オ
ン

ラ
イ

ン
卸

売
取

引
の

定
着

卸
売

比
重

(
2
0
2
7
年

)
2
0
％

•
目

標
：

オ
ン

ラ
イ

ン
中

心
直

取
引

の
拡

大
(
2
0
2
0
年

)
3
.
3
％

→
(
2
0
2
7
年

)
1
0
％

資
料

：
韓

国
の

農
林

畜
産

食
品

部
、
「農

産
物

流
通

構
造

の
先

進
化

の
方

案
」、

２
０

２
３

年
１

月

【
農
産
物
流
通
構
造
の
改
善
の
た
め
の
三
つ
の
推
進
戦
略
】

２
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
⾷
料
品
市
場
の
急
成
⻑

６

（
4）

農
産

物
の

流
通

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

お
け

る
卸

売
市

場
の

取
引

⽐
重

の
減

少

<表
2>

 農
産

物
の

流
通

経
路

別
⽐

重

資
料

: 韓
国
農
⽔
産
⾷
品
流
通
公
社

(a
T)

, 農
産
物
流
通
実
態
調
査

流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル

20
03

年
20
10

年
20
15

年
20
20

年
20
21

年
20
21
/2
00
3

卸
売

市
場

経
由

の
流

通
78
.3

73
.8

56
.3

58
.3

54
.3

24
%
p減

少

産
地

-消
費

者
の

直
取

引
1.
8

1.
8

4.
1

4.
2

6.
6

4.
8%
p増

加

産
地

-⼩
売

業
者

の
直

取
引

18
.9

23
.8

38
.9

37
.1

38
.7

19
.8
%
p増

加

２
. 

オ
ン

ラ
イ

ン
⾷

料
品

市
場

の
急

成
⻑

７

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

（
1）

取
引
類
型
の
区
分

⽣
産
者
(組
織
)と
消
費
者
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
直
接
取
引

⽣
産
者
(組
織
)と
実
需
要
者
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
取
引

•
取
引
⽅
式
：
定
価
販
売

•
取
引
⽅
式
：
セ
リ
、
⼊
札
、
定
価
相
対
取
引
な
ど

•実
需
要
者
：
消
費
地
の
流
通
業
者
,大
量
需
要
者

８



― 27 ―

韓国の事例「韓国におけるフード・サプライ・チェーンの構造変化と課題－農産物（生鮮食品）のオンライン流通を中心に－」

（
2）

B2
C型

:
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
提
供
さ
れ
た
情
報
を
通
じ
て
商
品
の
選
択

〮決
済

→
希

望
の

場
所

へ
配

送

①①
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
総総
合合
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
モモ
ーー
ルル

②②
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

食食
料料

品品
専専

門門
モモ

ーー
ルル

③③
大大

型型
割割

引引
店店

のの
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
売売
りり
場場

④④
生生

協協
のの

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
売売

りり
場場

⑤⑤
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

特特
産産

物物
売売

りり
場場

⑥⑥
共共

同同
購購

買買
及及

びび
独独

立立
モモ

ーー
ルル

地地
方方

自自
治治

体体
生生

産産
者者

団団
体体

カカ
フフ

ェェ
ーー

、、
ブブ

ロロ
ググ

、、
SS
NN
SS
なな

どど

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

９

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

個
⼈

⼊
店

業
者

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

開
設
運
営
者

物
理
的
空
間

供
給
者
(顧
客
)

需
要
者
(顧
客
)

仮
想
空
間

商
品

サ
ー

ビ
ス

情
報

代
金

精
算

商
品

サ
ー

ビ
ス

情
報

代
金

精
算

シ
ス

テ
ム

の
開

設
運

営
管

理

手
数

料
、

広
告

料
支

払
い

手
段

(
ペ

イ
)
な

ど
の

収
益

顧
客

情
報

‐
農

家
‐

生
産

者
組

織
‐

食
品

加
工

業
者

‐
B
2
C

消
費

者
‐

B
2
B
購

買
業

者

‐
卸

売
市

場
、

共
販

場
‐

競
売

市
場

な
ど

‐
オ
ン
ラ
イ
ン
卸

売
市

場
‐

オ
ン
ラ
イ
ン
取

引
所

‐
オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

‐
ラ

イ
ブ

コ
マ

ー
ス

、
購

読
経

済
サ
ー
ビ
ス
等

▶
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
成
要
素
：
Pl
at
fo
rm
シ
ス
テ
ム
、
顧
客
、
取
引
⽅
式
、
Pl
at
fo
rm
開
設
運
営
者
、

取
引
対
象
(商
品
、
サ
ー
ビ
ス
)、
物
流
(配
送
、
宅
配
)

(参
考
)オ
ン
ラ
イ
ン
ㆍ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
成
形
態
と
構
成
要
素

10

（
3）

B2
C型

基
盤
の
混
合
型
:最

近
、
B2
C類

型
区
分
の
境
界
が
無
く
な
り
混
合
型
へ
の
再
編

ママ
ーー

トト
((
MM
aa
rr
tt
))
のの

概概
念念

FF
uu
ll
ff
ii
ll
ll
mm
ee
nn
tt
ササ

ーー
ビビ

スス
ププ

ララ
ッッ

トト
フフ

ォォ
ーー

ムム
のの

みみ
をを

提提
供供

オオ
ーー

ププ
ンン

ママ
ーー

ケケ
ッッ

トト
のの

形形
態態

••
直直

買買
入入

のの
形形

態態
--

入入
庫庫

時時
点点

にに
販販

売売
者者

にに
買買

入入
価価

をを
入入

金金
••

クク
パパ

ンン
のの

物物
流流

をを
通通

じじ
てて

顧顧
客客

にに
物物

品品
をを

伝伝
達達

••
ロロ

ケケ
ッッ

トト
配配

送送
：：

11
99
,,
88
00
00
ウウ

ォォ
ンン

以以
上上

購購
入入

：：
宅宅

配配
者者

をを
経経

ずず
にに

、、
自自

体体
配配

送送
人人

力力
をを

利利
用用

••
ロロ
ケケ
ッッ
トト
ワワ
ウウ
((VV
IIPP
))：：

毎毎
月月
22,,
9900
00

ウウ
ォォ
ンン
をを

決決
済済

、、
夜夜

明明
けけ

配配
送送

をを
利利

用用
可可

能能
••

ロロ
ケケ
ッッ
トト

〮フフ
レレ
ッッ
シシ
ュュ
：：

ロロ
ケケ

ッッ
トト

ワワ
ウウ

へへ
のの

加加
入入

者者
にに

限限
るる

。。

••
販販

売売
分分

のの
買買

入入
のの

形形
態態

--
入入

庫庫
＞＞

販販
売売

＞＞
買買

入入
のの

順順
--

販販
売売

時時
点点

基基
準準

のの
販販

売売
者者

にに
手手

数数
料料

をを
除除

いい
たた

金金
額額

をを
入入

金金
••

販販
売売

者者
商商

品品
をを

登登
録録

そそ
のの

後後
のの

物物
流流

かか
らら

クク
パパ

ンン
利利

用用
クク

パパ
ンン

がが
顧顧

客客
にに

物物
品品

をを
伝伝

達達
••

手手
数数

料料
はは

約約
33
00
％％

((
商商

品品
のの

検検
収収

、、
物物

流流
及及

びび
CC
SS
はは

クク
パパ

ンン
がが

対対
応応

））

••
販販

売売
者者

がが
直直

接接
商商

品品
のの

登登
録録

及及
びび

直直
接接

配配
送送

((
一一

般般
のの

宅宅
配配

者者
をを

利利
用用

))
••

手手
数数

料料
はは

約約
11
00
％％

((
農農

産産
物物

はは
55
％％

))
••

販販
売売

者者
はは

３３
PP
でで

クク
パパ

ンン
にに

入入
門門

、、
規規

模模
化化

以以
降降

にに
１１

PP
、、

２２
PP
にに

拡拡
大大

••
売売

出出
基基

準準
でで

３３
PP
のの

比比
重重

がが
一一

番番
高高

いい
。。

ロ
ケ
ッ
ト
--配
送
、
-フ
レ
ッ
シ
ュ
、
-ワ
ウ

ロ
ケ
ッ
ト
--配
送

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

資
料
：
⾦
ソ
ン
ウ
ほ
か
、
『プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
基
盤
農
産
物
流
通
サ
ー
ビ
ス
ム
の
活
性
化
⽅
案
』、

韓
国
農
村
経
済
研
究
院
、
20
21
年

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

11

（
4）

B2
B型

▶
(参

考
) 既

存
の

卸
売

市
場

を
経

由
す

る
オ

フ
ラ

イ
ン

流
通

段
階

３
. 

農
産

物
(⽣

鮮
⾷

品
)オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

の
類

型

12
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（
4）

B2
B型

：
農
協
オ
ン
ラ
イ
ン
農
産
物
取
引
所

▶▶
II
CC
TT
技技

術術
をを

活活
用用

しし
、、

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
にに

よよ
るる

農農
産産

物物
のの

卸卸
売売

取取
引引

シシ
スス

テテ
ムム

▶▶
韓韓

国国
農農

林林
畜畜

産産
食食

品品
部部

とと
農農

協協
とと

がが
22
00
22
00
年年

55
月月

22
77
日日

かか
らら

運運
営営

--
現現

在在
::
玉玉

ねね
ぎぎ

、、
にに

んん
にに

くく
、、

りり
んん

ごご
、、

梨梨
、、

白白
菜菜

なな
どど

をを
取取

扱扱
いい

--
主主

にに
地地

域域
農農

協協
のの

系系
統統

出出
荷荷

にに
依依

存存

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

13

（
4）

B2
B型

:そ
の
他

aT
サ
イ
バ
ー
取
引
所

公
営
卸
売
市
場
の

オ
ン
ラ
イ
ン

ㆍ
セ
リ

•I
CT
基
盤
に
新
た
な
取
引
⽅
式
の
導
⼊

•政
府
が
20
19
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ㆍ
セ
リ

模
範
事
業
の
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

発
表

⻫
州
農
協
共
販
場
産
地
取
引
所

•全
国
の
中
の
最
⼤
の
産
地
共
販
場

•2
02
0年

事
業
の
実
績
78
億
ウ
ォ
ン
を

達
成
(2
01
9年

対
⽐
30
％
増
加
)

•
殆

ど
が

学
校

給
食

の
た

め
の

取
引

実
績

で
あ

り
、

取
引

シ
ス

テ
ム

の
み

を
利

用
す

る
形

態

•
当

日
の

セ
リ

物
量

に
対

し
て

一
部

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
セ

リ
を

す
る

形
態

で
あ

り
購

買
者

は
既

存
の

仲
卸

業
者

•
斉

州
市

の
農

産
物

に
限

定
。

江
原

道
、

嶺
南

な
ど

の
東

部
圏

に
お

け
る

物
流

費
用

の
過

多
な

発
生

aT
サ
イ
バ
ー
取
引
所

•複
雑
な
流
通
経
路
に
よ
る
過
多
な

流
通
費
⽤
〮情
報
化
に
対
応
す
る

た
め
、
農
産
物
の
電
⼦
商
取
引
の

活
性
化
を
推
進

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

14

（
4）

韓
国
農
⾷
品
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
所
(仮
称
：
on
KA
FE
X)
の
設
⽴
予
定
(韓
国
政
府
、
20
03
年
11
⽉
）

３
. 
農
産
物
(⽣
鮮
⾷
品
)オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
類
型

▶▶
全全

国国
単単

位位
のの

農農
産産

物物
公公

営営
BB
22
BB
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

卸卸
売売

市市
場場

とと
しし

てて
のの

性性
格格

をを
持持

ちち
、、

流流
通通

主主
体体

たた
ちち

がが
各各

地地
域域

をを
超超

ええ
てて

自自
由由

にに
販販

売売
しし

購購
買買

でで
きき

るる
取取

引引
環環

境境
のの

造造
成成

をを
目目

的的
にに

しし
てて

いい
るる

。。

15

（
1）

オ
フ

ラ
イ

ン
に

お
け

る
三

つ
の

経
路

４
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)の
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

に
お

け
る

物
流

に
つ

い
て

16



― 29 ―

韓国の事例「韓国におけるフード・サプライ・チェーンの構造変化と課題－農産物（生鮮食品）のオンライン流通を中心に－」

（
2）

オ
ン

ラ
イ

ン
に

お
け

る
⼆

つ
の

経
路

▶
オ

ー
プ

ン
マ

ー
ケ

ッ
ト

型
は

オ
ン

ラ
イ

ン
〮プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

通
る

直
取

引
の

概
念

で
あ

り
、

Fu
lfi

llm
en

t型
は

⼤
型

オ
ン

ラ
イ

ン
〮プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

物
流

セ
ン

タ
ー

へ
⼊

庫
す

る
形

式

４
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)の
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

に
お

け
る

物
流

に
つ

い
て

17

17

（
3）

オ
ー

プ
ン
ㆍ

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

お
け

る
販

売
及

び
物

流
の

プ
ロ

セ
ス

▶▶
オオ
ーー
ププ
ンン
ㆍ
ママ
ーー
ケケ
ッッ
トト
ㆍ
ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
はは
殆殆

どど
がが

既既
存存

のの
宅宅

配配
業業

者者
のの

物物
流流

をを
活活

用用
‐‐

商商
品品

化化
能能

力力
((
写写

真真
撮撮

影影
、、

スス
トト
ーー
リリ
ーー
テテ
リリ
ンン
ググ
なな

どど
))
をを

もも
とと

にに
オオ
ーー
ププ
ンン
ママ
ーー
ケケ
ッッ
トト
専専

門門
ベベ

ンン
ダダ

ーー
とと

しし
てて

浮浮
上上

４
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)の
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

に
お

け
る

物
流

に
つ

い
て

18

18

（
4）

Fu
lfi

llm
en

t式
物

流
セ

ン
タ

ー
を

活
⽤

し
た

農
産

物
の

物
流

▶▶
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

〮ププ
ララ

ッッ
トト

フフ
ォォ

ーー
ムム

業業
者者

がが
農農

産産
物物

をを
直直

買買
入入

しし
、、

自自
社社

のの
物物

流流
セセ

ンン
タタ

ーー
にに

貯貯
蔵蔵

//
舗舗

装装
後後

、、
消消

費費
者者

へへ
配配

送送
((
AA
II
をを

活活
用用

しし
、、

最最
適適

化化
ささ

れれ
たた

FF
uu
ll
ff
ii
ll
ll
mm
ee
nn
tt
物物

流流
セセ

ンン
タタ

ーー
内内

のの
在在

庫庫
管管

理理
及及

びび
物物

品品
のの

移移
動動

動動
線線

をを
管管

理理
• 
物物

流流
セセ

ンン
タタ

ーー
まま

でで
のの

FF
ii
rr
ss
tt
  
MM
ii
ll
ee
はは

農農
家家

がが
担担

当当

４
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)の
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

に
お

け
る

物
流

に
つ

い
て

◆
マ

ー
ケ

ッ
コ

リ
の

夜
明

け
配

送
の

プ
ロ

セ
ス

19

19

（
1）

⾷
料
品
の
ラ
イ
ブ

ㆍ
コ
マ
ー
ス
の
加
速
化

▶▶
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

ㆍ
ププ

ララ
ッッ

トト
フフ

ォォ
ーー

ムム
にに

てて
進進

行行
すす

るる
実実

施施
間間

放放
送送

をを
通通

じじ
てて

商商
品品

をを
紹紹

介介
ㆍ

販販
売売

▶▶
生生

産産
者者

やや
専専

門門
販販

売売
者者

がが
ララ

イイ
ブブ

放放
送送

にに
てて

商商
品品

をを
説説

明明
すす

るる
ここ

とと
にに

実実
施施

間間
ココ

メメ
ンン

トト
とと

しし
てて

反反
応応

すす
るる

たた
めめ

、、
消消

費費
者者

はは
ＴＴ

ＶＶ
ホホ

ーー
ムム

シシ
ョョ

ッッ
ピピ

ンン
ググ

とと
はは

異異
なな

るる
現現

場場
感感

ああ
りり

５
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
⽤
し
た
多
様
な
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
拡
散 20

20
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金　　　中　起

▶▶
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

でで
日日

常常
のの

食食
料料

品品
をを

購購
読読

すす
るる

新新
しし

いい
概概

念念
とと

しし
てて

、、
定定

期期
的的

にに
おお

金金
をを

支支
払払

いい
すす

れれ
ばば

食食
料料

品品
がが

定定
期期

的的
にに

配配
送送

ささ
れれ

るる
ササ

ーー
ビビ

スス

＊＊
購購

読読
経経

済済
((
SS
uu
bb
ss
cc
rr
ii
pp
tt
ii
oo
nn

EE
cc
oo
nn
oo
mm
yy
))

：：
消消

費費
者者

がが
購購

読読
料料

をを
支支

払払
いい

しし
製製

品品
をを

定定
期期

的的
にに

配配
送送

受受
けけ

ササ
ーー

ビビ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
ここ

とと
。。

時時
間間

がが
不不

足足
なな

職職
場場

のの
者者

やや
外外

出出
をを

たた
めめ

らら
うう

消消
費費

者者
がが

選選
好好

購
読

の
申
し

込
み

必
要
な
⾷
料
品
を
購
読
し

⼀
定
の
⾦
額
を
⽀
払
い

毎
⽉
決
め
ら
れ
た
⽇
に

⾃
宅
ま
で
⾷
料
品
が

届
け
ら
れ
る

（
2）

⾷
料
品
(野
菜
果
物
を
含
む
)購
読
サ
ー
ビ
ス
(F
oo
d

Su
bs
cr
ip
tio
n)
の
拡
散

５
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
⽤
し
た
多
様
な
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
拡
散 21

21

* 韓
国

で
は

、
ʻ農

事
フ

ァ
ン

ド
ʻと

い
う

会
社

の
事

例
が

代
表

的
で

あ
る

。
-販

売
農

産
物

/製
品

に
関

す
る

情
報

(信
念

、
商

品
開

発
の

秘
話

な
ど

)を
⼗

分
に

提
供

し
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
進

め
る

た
め

、
単

純
に

製
品

名
及

び
価

格
の

み
を

提
供

す
る

場
合

よ
り

消
費

者
た

ち
の

価
値

消
費

の
実

現
が

容
易

-フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
成

功
基

準
の

消
費

者
数

、
費

⽤
到

達
に

よ
る

事
前

に
設

定
し

た
⽬

標
⾦

額
を

達
成

す
れ

ば
決

済
が

成
し

遂
げ

ら
れ

、
消

費
者

は
当

該
商

品
を

購
買
〮利

⽤
で

き
る

。

（
3）

農
⾷
品
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

▶▶
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

市市
場場

のの
活活

性性
化化

、、
価価

値値
消消

費費
者者

のの
増増

加加

▶▶
クク

ララ
ウウ

ドド
フフ

ァァ
ンン

テテ
ッッ

クク
概概

念念
をを

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
共共

同同
購購

買買
のの

方方
式式

にに
適適

用用

▶▶
生生

産産
者者

はは
、、

フフ
ァァ

ンン
デデ

ィィ
ンン

ググ
形形

式式
をを

通通
じじ

てて
消消

費費
者者

とと
販販

路路
をを

確確
保保

とと
同同

時時
にに

一一
種種

のの

投投
資資

金金
をを

確確
保保

しし
たた

ああ
とと

、、
耕耕

作作
((
栽栽

培培
))
をを

始始
めめ

るる
ここ

とと
がが

でで
きき

危危
険険

要要
素素

をを
減減

らら
すす

。。

▶▶
消消

費費
者者

はは
、、

安安
全全

安安
心心

のの
農農

産産
物物

をを
手手

にに
入入

れれ
るる

ここ
とと

がが
でで

きき
るる

しし
、、

農農
産産

物物
のの

栽栽
培培

過過
程程

なな
どど

のの

情情
報報

をを
獲獲

得得
でで

きき
、、

価価
値値

消消
費費

のの
実実

現現
がが

可可
能能

５
. 
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
⽤
し
た
多
様
な
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
拡
散 22

22

６
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)オ
ン

ラ
イ

ン
流

通
の

展
望

と
課

題

▶▶
農農

業業
〮食食

品品
関関

連連
のの

法法
人人

組組
織織

((
11
00
11
社社

))
をを

対対
象象

にに
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

販販
売売

実実
態態

にに
つつ

いい
てて

のの
調調

査査
結結

果果

--
22
00
22
11
年年

にに
おお

けけ
るる

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
売売

出出
額額

のの
比比

重重
はは

22
77
％％

、、
22
00
22
00
年年

対対
比比

11
..
22
％％

増増
加加

＜＜
表表

33
＞＞

最最
近近

３３
年年

間間
にに

おお
けけ

るる
売売

出出
額額

のの
変変

化化
及及

びび
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

販販
売売

のの
比比

重重
((
単単

位位
：：

億億
ウウ

ォォ
ンン

、、
％％

))

資
料
：
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
、
「
農
業
展
望

20
23
」
に
よ
り
再
作
成

（
1）

農
産

物
産

地
組

織
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

販
売

割
合

の
増

加
傾

向

区
分

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

１
社
当
り
平
均
総
売
出
額

7
2
.
1

8
2
.
5

9
7
.
4

9
7
.
0

営
農
組

合
法
人

1
0
6
.
3

1
2
0
.
6

1
4
3
.9

1
3
8
.
5

農
業
会
社
法
人

4
4
.
5

5
2
.
0

6
0
.
0

6
3
.
7

1
社

当
り

平
均

オ
ン

ラ
イ

ン
売

出
額

1
4
.
6

1
8
.
0

2
2
.
7

2
3
.
9

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
売売

出出
額額

のの
比比

重重
22
55
..
11
%%

22
55
..
88
%%

22
77
..
00
%%

22
77
..
88
%%

23

23

区
分

野
菜
類

果
実
類

お
米

/
雑

穀
類

肉
類

/
鶏

卵
類

合
計

オ
フ
ラ
イ
ン
〮チ

ャ
ン
ネ
ル

6
.
9
4

7
.
7
2

3
.
3
6

1
0
.
53

2
8
.
5
5

オ
ン
ラ
イ
ン
〮チ

ャ
ン
ネ
ル

1
.
5
7

2
.
1
7

2
.
8
1

2
.
7
2

9
.
2
7

全
体

購
入

額
対

比

オ
ン

ラ
イ

ン
の

割
合

1
8
.
5
%

2
1
.
9
%

4
5
.
5
%

2
0
.
5
%

2
4
.
5
%

合
計

8
.
5
1

9
.
8
9

6
.
1
7

1
3
.
2
5

3
7
.
8
3

＜ ＜
表表

44
＞＞

消消
費費

者者
のの

月月
平平

均均
のの

購購
入入

額額
((
単単

位位
：：

万万
ウウ

ォォ
ンン

、、
％％

))

注
：
オ
ン
ラ
イ
ン
農
産
物
購
買
額
が
存
在
す
る

72
4世

帯
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
る
。

資
料
：
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
、
「
農
業
展
望

20
23
」
に
よ
り
再
作
成

▶▶
農農

畜畜
産産

物物
のの

月月
平平

均均
のの

購購
入入

額額
はは

33
77
..
88
万万

ウウ
ォォ

ンン
でで

ああ
りり

、、
そそ

のの
中中

のの
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

購購
入入

額額
はは

99
..
22
万万

ウウ
ォォ

ンン

（
2）

消
費

部
⾨

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
購

買
の

⽐
重

が
増

加
傾

向

６
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)オ
ン

ラ
イ

ン
流

通
の

展
望

と
課

題

24

24
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韓国の事例「韓国におけるフード・サプライ・チェーンの構造変化と課題－農産物（生鮮食品）のオンライン流通を中心に－」

（
3）

公
営

卸
売

市
場

(仲
卸

業
者

)に
お

け
る

取
引

先
別

の
販

売
額

の
現

状
と

展
望

＜＜
表表
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＞＞

仲仲
卸卸

業業
者者

のの
取取

引引
先先

別別
のの

販販
売売

額額
のの

比比
重重

((
単単

位位
：：

％％
))

注
：
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
が

2,
02

2年
に
公
営
卸
売
市
場
の

36
6⼈

の
仲
卸
業
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
る
。

資
料
：
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
、
「
農
業
展
望

20
23
」
に
よ
り
再
引
⽤

６
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)オ
ン

ラ
イ

ン
流

通
の

展
望

と
課

題
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注
：
•韓
国
農
村
経
済
研
究
院
が

2,
02

2年
に
公
営
卸
売
市
場
の

36
6⼈

の
仲
卸
業
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
る
。

•(
)内
は
20
21
年
の
調
査
値
で
あ
る

資
料
：
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
、
「
農
業
展
望

20
23
」
に
よ
り
再
引
⽤

（
3）

公
営

卸
売

市
場

(仲
卸

業
者

)に
お

け
る

取
引

先
別

の
販

売
額

の
現

状
と

展
望

＜＜
図図
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＞＞

ココ
ロロ

ナナ
禍禍

以以
降降

にに
おお

けけ
るる

仲仲
卸卸

業業
者者

のの
ププ

ララ
ッッ

トト
フフ

ォォ
ーー

ムム
企企

業業
とと

のの
取取

引引
展展

望望
((
単単

位位
：：

％％
))

フフ
ララ

ッッ
トト

ホホ
ーー

ムム
をを

利利
用用

すす
るる

オオ
ンン

ララ
イイ

ンン
取取

引引
のの

展展
望望

⼤
幅
に
減
少

若
⼲
減
少

⼤
幅
に
増
加

若
⼲
増
加

現
状
維
持

６
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)オ
ン

ラ
イ

ン
流

通
の

展
望

と
課

題
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６
. 農

産
物

(⽣
鮮

⾷
品

)オ
ン

ラ
イ

ン
流

通
の

展
望

と
課

題

（
4）

今
後

の
課

題

▶
流

通
デ

ー
タ

の
体

系
的

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
-商

品
及
び
商
品
取
引
の
情
報
を
中
⼼
に
流
通
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
を
活
⽤
で
き
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

▶
ス

マ
ー

ト
物

流
モ

デ
ル

の
研

究
-配

送
競
争
の
深
化
の
な
か
で
、
流
通
企
業
の
差
別
化
さ
れ
た
物
流
⼒
量
が
重
要
な

競
争
⼒
の
確
保
要
因
と
作
⽤
、
商
品
の
安
全
な
配
送
の
た
め
の
物
流
⽅
法
の
⼯
夫

-物
流
運
送
と
冷
蔵
〮保
管
等
の
過
程
で
温
室
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
⽅
法
の
模
索
と
適
⽤

▶
産

地
流

通
組

織
へ

の
⽀

援
及

び
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

秩
序

の
確

⽴
-デ

ジ
タ
ル
基
盤
の
⽣
産
流
通
シ
ス
テ
ム
を
普
及
し
て
需
給
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
誘
導

-産
地
及
び
農
業
法
⼈
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
⼒
量
の
強
化
、
顧
客
対
応
能
⼒
を
⾼
め
る
必
要

-オ
ン
ラ
イ
ン
〮プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
の
同
⼀
品
質
〮低
価
政
策
に
対
応
し
た

産
地
組
織
の
負
担
を
緩
和
で
き
る
⼿
段
を
準
備
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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